


A ，沌どこモテ率二；ち
- 一四一一一

営~r

ら
一＼

1 ヘ（
,,---... 

、、
〆

「

戸司、

－ー、

・ミ



世

界
国
尽
序

諺
に

云

く

災
は

下
よ

り

起
る

と

抑
も

災
害
下
よ

り

起
る

〓

は

幸
福
も

亦
随
て

下
よ

り

生
ず

べ
し

然
ば

則
ち

天

下
の

禍
福
は

其
源
蓋
し

他
に

あ

ら

ず

国
民
一

般
の

知

愚
に

係
る

ヿ

推
し

て

知
る

べ

き

の

み

今
爰
に

世

界
国

尽
の

著
あ
る

も

専
ら

児
童
婦
女

子
の

輩
を

し

て

世

界

の

形
勢
を

解
せ

し

め

其
知

識
の

端
緒
を

開
き

以

て

天

下
幸
福
の

基
を

立
ん

と

す

る

の

微
意
の

み

書
成
る

に

及
び

合

衆
国「
ニ

ウ
ヨ

ル

ク

」州
の

士

人「
ワ

ル

プ

ラ
ン

ク

」



氏
の

文
章
を

翻
訳
し

て

序
文
に

代
る

ヿ

左
の

如
し

世
の

文
人

筆
を

下
し

て

人
の

功

業
を

表
す

る

も

の

常
に

其
文
の

趣
工

を

盛
に

し

或
は

経

済
家
の

知

才

を

誉
め

或
は

武
将
の

勇
胆
を

称
し

或
は

説
客
の

明

弁
を

賛
し

字
句

秀
英
文
章
華
麗
自
か

ら
人

を

し

て

功

名
青
雲
の

趣
を

想
像
せ

し

む

る

も

の

尠
か

ら

ず

然
り
と

雖
〓

事
実
天
下
の

裨
益
を

計
り

世

の

為
め

に

功

を

成
す

の

大
小
如

何
を

論
ず

る

〓

は

誰
か

学
校

教
師
の

右
に

出
る

も

の

あ

ら
ん

何
物
か

人

民
教
育

L
L
J
1
l
i

i

F
1
1
1
1』一
議

翠

民
ノ
犬
宰
デ
籾
詩
レ
’
y
浮
九
一
《

f
lえ
ノ
如
、
v

長

持
一一山

者
ノ
丈
r

へ手ア（
7
7
7
人
ノ
均
紫
ア
永
久
介
モ
ノ

護
持

常
－
一
共
丈
ノ
縫
エ
ア
戚
ニ
レ
式
ハ
延
滞

i

ほ
か
ノ
炉
、
す

一一
一
一一口
7
泉
ロ
メ
ム
ハ
式
符
ノ
ザ
芳
勝
7

蒋
、
V
J

糸
ハ
説
本
ノ
阿
川

室内）

詳
コ
／
賛
、
v

字
句
芳
英
文
章
y

年
一
成
臼
ケ
ア
ぺ
ァ
、
了
ア

一一工
軒

別
名
青
安
ノ
述
デ
想
像
セ
レ

h

p

モ
ノ
砂
？
ア
ス

諮
問
配

U州
川
恥
貯
引
判
ノ
枠
兵
且
一
卜
此
附
？
世
ノ
為
y

－
 
一

！
i』

i

l

l

i

l

－
－

l

1

1
1

1

1
1

一一一mim－
7

味川
l
i

げ
吹
い
附
河
岡
崎
川
川
川
い
除
川
時
点

ー

ゴ

マ
欺
師
ノ
宕
ニ
虫
Y

モ
ノ
ア
ラ
ン
何
物
う
へ
氏
本
有



の

重
大
な

る

に

若
か

ん

我
合
衆
国
の

諸
州
文
明
寛
大
の

趣
旨
に

基
き

民
間

に

小

学
校
の

法
を

設
け

毎
戸
毎
人

其
教
育
を

被
ら

ざ
る

も

の

な

し

例
え

ば

「
ニ

ウ

ヨ

ル

ク

」州
に

於
て
は

闔
州
を

九

千
区
に

分
ち

毎
一

区
必
ず

一

所
の

学
校

を

開
て

教
を

授
け

り

但
し

五
十

所
の

大
学
校
及
び

許

多
の

私
塾
は

此
数
の

外
な

り

此
学
校
に

出

入
す

る

児
童
の

数
五

十

万
人
に

下
ら

ず

此

外
上

級
の

学
校
に

於
て

教
を

受
る

少
年
も

九

」
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千
乃
至
一

万
人

の

数
あ

り

こ

れ

に

由

て

考
れ

ば

人

間
交
際
の

大
事
に

関
し

或
は

益
を

為
し

或
は

害
を

為
し

其
禍
福
の

源
た

る

べ
き

も

の

は

教
授
先
生
の

風
俗
と

其
人

品
の

高
下
に

在
る

ヿ

知
る

べ
し

豈
こ

れ

を

至
重
の

任
と

云

ざ

る

べ
け

ん

や

近
来「
ニ

ウ

ヨ

ル

ク

」に
於
て

人

物
を

選
挙
す

る

ヿ

あ

り

て

其
時
入

札
を

投
じ

た

る

も

の

三

十
余
万
人

な

り
し

奉

行
な

ど

の

選

挙
な

ら

ん

蓋
し

爾
後
三

十

年
の

星
霜
を

過

ぎ

な

ば

此
人

員
の

大
半
は

物
故
し

て
継
て

其
身
分
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に

代
り
其
職
を

奉
ず

る

者
は

他
な

し

方
今
当
州
内

に

在
て
一

万
人
の

教
師
に

随
従
し

初
学
入

門
の

教

を
受
る

児
童
な

ら
ん

我
国
人

衆
庶
一

般
相
為
め

に

す

る

の

公

法
を

以

て

国

体
を

成
し

其
国
に

益
あ

る

ヿ

甚
だ

洪
大
な

り

然
る

に

此
国
益
を

為
す

所
の

源
は

唯
前
条
の

一

事
の

み

な

ら

ず

他
に

又

功

徳
の

大
な

る

も

の

あ

り

其
大
な
る

者
と

は

何
ぞ

や

慈
母
の

教
育
即
是
な

り

政

府
其
体

裁
を

寛
大
に

す

と

雖
〓

議
政

其
法
を

巧
に

す

と

雖

明
、・
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臥

町

船

悩

町

山
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〓

治
国
の

君
子
経
済
の

為
め

に

策
略
を

運
ら
す

も

尽

忠
の

義
士

報
国
の

為
め

に

身
を

殉
ず

る

も

其
国
に

益

す

る

所
の

実
功

を

論
ず

れ

ば

母
の

子
に

教
る

の

功

徳
に

及
ば

ざ

る

ヿ

遠
し

後
世
若
し

我
共

和
政

治
の

人

民
其
先
人
の

富
強
を

承
け

て

其
名
其
実
に

恥
ざ
る

も

の

あ
ら

ば

此
人

物

は

必
ず

母
の

賢
徳
と

知

識
と
に

由

て

然
る

者
な

ら

ん

先
ず

人
の

心

に

慈
悲
温
和
の

情
を
起
し

て

其
習

慣
を

成
し

虔
孝
の

道
に

先
入

せ

し

め

て

其
方
向
を



正
だ

し

人

類
の

職
分
を

知

ら
し

め

万
物
の

霊
た

る

責
を

弁
じ

以

て

明
徳
の

門
に

入

ら

し

む

る

の

道
は

唯
慈
母
の

鞠
育
教
養
に

由

て

得
べ

き

な

り

前
条
の

如
く

慈
母

の

教
育
は

其
子
の

本
心

を

誘
導

し

純
精
無
雑
神
霊
微
妙
な

る

も

の

と

云

う

べ
し

此

教
に

亜
て

功

を

奏
す

る

も

の

は

学
校
教
師
の

教
な

り
其
功

徳
亦
小
な

ら
ず

今
此

国
に

於
て

学
校
の

増

加
す

る

ヿ

毎

年
千
を
以

て

計
う

此

学
校
に

在
て

教

を

授
る

者
尽
く

皆
博
識
の

士

に

し

て

腐
儒
の

臭
を

ヲF’



去

り
小

説
に

惑
わ

ず

し

て

真
理
の

趣
を

解
し

其
道

を

尊
び

其
教
を

好
み

当
務
の

職
を

達
し

て

節
義
を

守
り
以

て

風
化
の

徳
を

盛
に

せ

ば

其
恩
の

生

霊
に

及
ぶ

所
実
に

鴻
大

無
窮
な

る

べ
し

明
治
二

年

己

巳

八

月

福

澤
諭
吉

訳

！モ明
｜巴治

ノ＼ニ～

月三子
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凡

例

一

此
書
は

世

間
に

あ
る

飜
訳
書
の

風
に

異
な
れ
ど

も

其
実
は

皆
英
吉
利
亜

米
利
加

に

て

開
版
し
た

る

地

理

書
歴
史
類
を
取
集
め
そ

の

内
よ
り
肝
要
の

処
だ

け
通
俗
に

訳
し
た

る

も
の
に

て
私
の

作
意
は

毫
も

交
え

ず

一

西

洋
に
は

年
号
な
し
其
国
の

宗
旨
の

改

り
た
る

年

を
元

年
と

定
め

明
治

二

年
は

彼
千
八

百

六

十
九

年

に

当
る

伊j
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一

物
の

数
は

一

十
百

千
万

十
万
百

万

千
万
一

億
十

億

百

億
と

十
倍
ず
つ

の
位
に
て
次

第
に

計
え

上

る
な

り

一

英
の

一

里
は

千
七

百
六

十「
や

あ
る

ど
」に
て
一「
や
あ

る
ど
」は
日

本
の
三

尺
少
し
余
な
り
故
に

其
一

里
は

日

本
の
十
四

丁
四

十
間
余
に

当
る

英
の

地

理
の

里

法
は

少
し

長
く

其
一

里
は
二

千
二

十
五「
や

あ
る
ど
」

に

当
る

即
ち

南
北

緯
度
の

一

度
を
六

十
に

分

ち
其

一

分
の

長
さ

な
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i
l
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一

地
名

人

名

等
は

西

洋
の

横
文
字
を
読
て

略
そ
の
音

に

近
き
縦
文
字
を
当
る

こ
と
な
れ
ば

古
来
翻
訳
者

の
思
々

に

色
々

の
文
字
を
用
い

同
じ
土

地

に
て
も

二

も

三
も

其
名

あ
る
に

似
た
り
又

或
は

唐
人
の

翻

訳
書
を
見
て

其
訳
字
を
真
似

し
た
る

も
あ
り
こ
れ

は

唐
の
文
字
の

唐
音
を
以

て

西

洋
の

字
音
に

当
た

る

ゆ
え

唐
音
に

明
る

き
学
者
達
に

は

分
る

べ

け
れ

ど
も
我
々

共
に

は
少
し
も

分
ら
ず
故
に

此
書
中
に

は

勉
て

日

本
人

に

分
り
易
き
文
字
を
用
る

よ
う

に 除町山

？

叫

守

う

す

れ
？

？

L

1
、
i
lhtl

一
地
治
人
忠一
守
は
西
洋
の
A
q丈
、
手
守
勢
て
れ
が
方
的
ノ
部

一

ユ
却
さ
和
剤
ず
み
3

？
す
と
や
お
器
耕
一

（
ち
ら

Z
F
Lら
よ
附
！
？

一

一
司J

…口
到
引
川
利
引
刈
利
一
川引制
三

重将

軍
記
て
寄
マ
志
l

？
1
7
2一旬一

」
宅
一
闘

う
lノ

411f

f

、1
ソ
ん

d
h

句
ム
？
7

4

J1

q

（

i

一
重

一一一嗣

リ
患
は
戸
入
字
の
忠
弘
ー
バ
バ
て
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洋
氏
、一子
守
門
小
営
牝

一
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3
φ

へ
配
布
ュ
W
Pれ
舵
ぶ
出
ユ
パ
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畑
3
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け
れ
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J
4ノ
（
－
1
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L

j

p
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う

や
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A
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引
刈
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引
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i
d
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せ

り
実
は

い

ろ
は

計
り
用
て

も

済
む

べ
き
筈
な
れ

ど
も
本
字
を
記
し
て

脇
へ

仮
名

を
附
れ
ば

記
憶
す

る
に

便
利
な
り
譬
え

ば
南
亜

米
利
加

の「
ぺ

い

り
ゆ

う
」と
い

う

処
へ

平
柳
と

記
し
あ
れ
ば
勘
平
の

平
の

字
と

楊
柳
の

柳
の

字
な
り
と

憶
に

記
し
て

お
ぼ
え

易
し
り
う
と

り
ゆ

う
と

の

違

な
ど

は

固

よ
り
論

ず

る
に

足

ら
ず

弁
軽
の

弁
の

字

は

弁
慶
の

弁
の

字
な
り
論
頓
の

論
の

字
は

論
語
の

論
の

字
な
り
大
抵
こ

の
趣
向

に

て

訳
字
を
下

し
た

れ
ど
も
多
く
の

訳
書
中
に

普
通
な
る

文
字
は

無
理

一F
i

l

o

－
－
ー

に

l

l

i
h

』

L
Jつ

L74

4
3か

t

i

h

リ
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一

す
り
安
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い
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は
計
う
用
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え
蒋
U
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一

－

・7
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i

r

T

行
A

d

h

f

た

う
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h
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7
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与
し

1
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今

回

？
ふ
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引
す
’
’
h
－
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摩
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南
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永
利
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ハ
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バ
り
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ア

L
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J
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A
J
i
i
ノ

セ

コ

み
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ぺ

、

ヲ

ム

一

J
r
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与
が
τ
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1
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勘
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一ヰ
パ

一

ト

f
1
1
7
p
う
や
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l
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b

f

《
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1

一
明

字
て
訪
抑
八
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字
す
h

ノ
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恨
み
私
）
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た
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、

清

お
引
引
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引
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引
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す
t
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恥
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は
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片
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K
M門
い
伊
旧
い
y
い
ι
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仰
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宇
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R
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バ
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す
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幻
料
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パ
部
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智
苧
ケ
官

iπ

ν
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ゆ
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l
l
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ベ
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な
が
ら
も
其
ま
ゝ

用
て

傍
に

仮
名

を
附
た
れ
ば

読

者
其
本
字
を
当
に

せ
ず
し
て
仮
名
の

方
を
記
憶
す

べ
し

一

近
年
ま
で
は
日

本
人
も

英
文
を

読
み

得
ず
和

蘭
の

書
の
み
を
飜
訳
せ

し
ゆ
え
地

名

に
も

蘭
人
の

唱
と

英
人
の

唱
と
同
じ
か
ら
ざ
る
に
由

て

訳
字
の

相
異

な
る

も
の
あ
り

譬
え

ば

昔
日

蘭
書
の

飜
訳
文
中
に

窩
々

所
徳
礼
幾
と

記
し
た
る

も
の

を
今
は

墺
地

利

と

い

い
古
の

独
逸
を
今
は

日

耳
曼
と

い

う
が

如
き

川

T
A
W

－
－

L

h

Aノな
f
f
h
A
J

弘

h
／
九
ソ

す
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J
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す
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途
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は
号
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呉
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ミ
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r

l
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わ

ん

か

；

も
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L
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3
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は

事
実
に

於
て

変
る

こ
と
な
し
唯
近
来
は

英
書
流

行
ゆ
え

英
の

唱
に

従
う
の
み

一

地

名
人

名
海
河
等
の

名
に

は
其
文
字
の

上

下
へ「
」

の

如
き
印
を
附
て

区
別
せ

り

一

書
中
は

ひ

ふ
へ

ほ
の

仮
名

文
字
に

円
き
濁
点
を
附

け
て
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ

ぽ
と

記
し
た
る

あ
り
こ
れ
は

は
ひ

ふ
へ

ほ

に
も

あ
ら
ず
又

ば

び
ぶ

べ

ぼ
に
も

あ
ら
ず

の
っ
ぺ

ら
ぽ
う
な
ど
い

う
ぺ

ぽ
の

音
な
り
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東の半世界西の半世界



量



世

界
人

民
の

事

世

界
の

広
さ

は

英
吉

利
の

一

里

四

方
を

一

坪
に

立

凡
二

億
の

坪

数
あ
り
こ

れ
を

四

に

分

け
三

分
は

海
に

し

て

一

分
は

陸

な
り

故

に

人

の

住

う

陸
の

広

さ

は

五

千

万
坪
な
り

但

し
英

吉
利
の

一

里

世
界
国
尽

発
端

世

界
は

広
し
万
国

は

お
お

し
と
い
え
ど
大
凡

五

に
分
け
し
名
目
は

ク

p
m判
多
一
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は

日

本
の

十

四

町

四

十

三

間
に

当
る

世

界
中
の

人

の

数
は

凡

十

億
に

近

し
国
々

の

土

風
に

由

て

面
色

も

同

じ
か

ら
ず

知

愚

も
一

様

な
ら

ず
其
区

別
を

五

種
に

分

ち

世

界
中
に

多

少
の

割
合

左
の

如

し

「
亜
細
亜
」
「
阿
非

利
加

」
「
欧

羅
巴
」北
と

南
の「
亜
米

利
加

」に
堺
か
ぎ
り
て

五
大

洲
大

洋
洲
は

別

に
ま
た

南
の

嶋
の



欧

羅
巴

の

人

種
は

色

白

し
其

数
四

億
二

千

万
人

亜

細

亜

の

人

種
は

色

少

し
く

黄
な
り
其
数

四

億
六

千

万
人

亜

米

利
加

の

山

に

住

え

る

人

種
は

色

赤

し

其

数
一

千

万
人

阿
非

利
加

の

人

種
は

名
称
な
り
土
地
の

風

俗
人
情
も

処
変
れ

ば

し
な
か
わ
る
そ
の
様

々

を
知
ら
ざ
る

は
人
の

ひと
た
る

甲
斐
も

な
し
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色
黒

し
其

数
七

千

万

人大

洋
洲
に

住
え

る

島

人

は

茶

色

な
り
其

数

四

千

万
人

亜

細

亜

洲
の

事

亜

細

亜

の

土

地

の

広

さ

は

千

五

百

五

十

五

万
坪

人

の

数
六

億
人

五

大

洲
の

中
に

て
一

学
び
て

得
べ
き
こ
と
な

れ
ば

文
字
に
遊
そ

ぶ

童
子
へ

庭
の
訓
の

事

始
ま
ず

筆
と

り
て

大

略
を
し
る

す
所
は

(: 
司P

...,-, ~ 'Iりi



ば

ん
の

大

洲

な
り

支
那
の下

人

亜細亜人

種
広
き

亜

細

亜

の

内
に

は

人

の

種
類
も

色
々

に

あ

れ

ど

も

蒙
古
人

の

種
と

て

其
種
族

最

も

多

し
或
は

こ

れ
を

亜
細
亜

洲

円
き
地
球
の
か
よ
い
路

は
西
の
先
に
も

西
あ
り

て

ま
わ
れ
ば

帰
る
も

と
の
路
環
の
端
の



亜

細

亜

人

種
と

云

う

気
候
も

北

方

志

辺
里

屋

の

方
は

甚
だ

寒

く

天

竺

の

南
に

至

れ

ば

赤

道

近

く

甚
だ

熱
し

禽
獣

草
木

も

こ

れ
に

準
じ
て

異

な
り

〇
支
那
の

広
さ

は

五

百

二

十

万
坪
人

の

数

四

億

都
の

名
を

北

京

際
限
な
き「
大

平
海
」

の
西
の
方
亜
細
亜

洲
の

東
な
る

我「
日

本
」を
始
と

し
西
の
か
た
へ
と

乗
出
し

そ

の
国
々

を

尋
る

に

戸~ （百￥ 0 卒よ合え赤5夫？受や気き 並吟｜
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と
云

う

国

中
の

男
子

は

皆
け

し
坊
主

な
り

始

て

見
る

人

に

は

甚

お

か

し
く

思

わ

る

「
支
那
」は
亜
細
亜
の
一

大

国
人
民
お
お
く
土
地
広

く

み
な
み
に「
印
度
」北
に

「
魯
西
亜

東
の
か
た
は「
大

平
海
」瀬
戸
を

隔
てゝ

．、



支

那
の

産
物
は

絹
布

木

綿
瀬
戸

物

其

外
象

牙

細
工

等
小

間
物
多

し
殊
に

茶
は

こ

の

国

の

銘

産
に

て

毎

年
外

国
へ

積
出

す

こ

と

凡

一

億

斤
に

近

し
と

い

う

欧

羅
巴

亜

米

利
加

に

は

茶

園
な

し
そ

の

国
々

の

人
の

用
る

茶

日

本
国
九

州
肥

前
の

長
崎
よ

り「
支
那
」の
東

岸
の「
上

海
」へ海
路
僅
に

三
百

里
蒸
気
船
の
旅

な
れ
ば

十
日
の
暇
を

費

ぞ
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む
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到
ぶ
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は

支

那
と

日

本

よ
り

積

出

す

品

な
り

香港の景

し
て
往
て

帰
る
に

余
あ

り
南
に

ま
わ
り「
香
港
」は

「
英
吉

利
」領
の
一

孤

島
島

に
ひ
ら
き
し
新
み
な
と

商
売
繁
昌
土
地
に
ぎ

与え｜

、
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支

那
は

旧

き

国
に

て

往

昔
は

大

造

な
る

事

を

成

し
た

る

も

の

も

あ
り
北

京

よ

り
南
の

方

杭

州
府

ま
で
通
船

の

堀

割
は

長
さ

三

百

里

余
な

り

北

の

方
に

は

万
里

の

長
城
と

て

長
き

土

堤
あ

り
其
高

さ

一

丈
五

尺

よ
り
三

わ
い

東
洋
一

の

港
な

り
そ
も
〱
支
那
の
物

語
往
古

陶
虞
の
時

代

よ

り
年
を
経
る
こ
と
四

千

歳
仁

義
五

常
を

重
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』
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丈

谷

に

跨
り

山

を

越

え

六

百

里

の

長

さ

に

及
べ

り

当
時
は

固
よ

り

修
覆
も

な

く

崩
れ

次

第

な
れ
ど

も

珍

し

き

古

跡

と

て

西

洋
の

人
は

折
々

見
物

す

る

よ

し
此

長

城
は

二

千

年
前
秦
の

始

皇

帝
が

胡
を

防
ぐ

た

め

に

築

じ
て
人
情
厚
き
風
な

り
と
そ
の
名
も

高
か
く

聞
え

し
が

文
明

開
化

後
退
去

風
俗
次

第
に

衰
て

徳
を
修
め
ず

可
M
州
内
P

剣い
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き

し
も

の

な

り

今

よ
り
二

千
三

百

年

前
支

那
に

孔

子

と

い

え

る

人

あ
り
名

高
き

学
者
に

て

門
人

も

多

く

著
作

の

書
も

段
々

後
の

世

に

伝
り

支
那

は

勿

論
日

本
に

て

も

こ

の

人

の

こ

と
を

聖

人

と

て

尊
敬
せ

り

知
を

み
がゝ

ず
我
よ

り

外
に

人
な
し
と
世
間
知

ら
ず
の

高
枕

暴
君
汚

吏
の

意
に
ま
か
せ

下
を

抑
え

し
悪
政
の
天
罰



孔

子門
人

支

那
の

政

事
の

立

方

遁
る
ゝ

と
こ

ろ
な
く
頃
は

天
保
十
二

年
英
吉

利
国

と
不

和
を
起
し
唯
一

戦

に

打
負
て

和
睦
願
ひ
し

償
は

洋
銀
二
千
一

百
万
五



は

西

洋
の

語
に

「
で

す

ぽ

ち
つ

く
」
と

い

え

る

も

の

に

て

唯

上

に

立

つ

人

の

思

う

通
に

事
を

な
す

風

な
る

ゆ

え

国

中
の

人

皆
俗

に

い

う

奉
公

人
の

根
性

に

な

り

帳
面

前
さ

え

済
め

ば

一

寸
の

が

れ

と

い

う

気
に

て

真
実
に

国

処
の

港
を
う
ち
開
き

な
お
も

懲
ざ
る

無
智
の

民
理
も
な
き
こ
と

に
兵

端
を
妄
に

開
く

弱
兵

は

負
て

戦
い
ま
た

負
て

今
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の

為
を

思

う

者
な

く

遂
に

外
国
の

侮
を

受

る

よ
う
に

な
り
た
る

な
り

既
に

天

保

年
中

英

吉

利
に

打
負

し
と

き

も

償
金

を

払
い

し

上

に

香

港
の

島
を

英

吉
利
に

与
え

広
東

廈

門
福

州
寧
波
上

海
五

所
の

港
を

無

理

に

開

の
す
が
た
に
成
行
し
そ

の

有
様
ぞ

憐
な
り

「
亜
細
亜
」の
南
一

面
の

海

に

臨
め
る「
印
度
地
」は
西

と

東
に

区
別
し
て
西
なぞ



か

せ

ら
れ

其
後
も

始

終
外

国
人

に

ふ

み

つ

け

ら
る

ゝ

よ

し

〇
前
印
度
と

後

印
度

と

は

雁
寺
州
と

い

う

河
を

以

て

界
と

せ

り

此

河
の

畔
に

阿

羅
波

婆
土

と

い

う

釈

迦
如

来
の

霊
地

あ
り
今
に

て

も

毎

年
諸
方

よ
り

る
方
は「
後
印
度
」東
の
方

は「
前
印
度
」こゝ
に
名

高
か
き
国
々
は「
暹
羅
」

「
安
南
」
「
尾
留
満
国
」其
又

北

に「
西
蔵
国
」政
府
を

薗

斗
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参
詣
の

人

二

十

万
人

の

余

あ
り

と

い

う

雁寺洲河の景

た
て

し
国
な
れ
ど
人

気
陋
し
く
文
字
な
く

西

洋
人
の
侮
を
受
て

お
そ
る
ゝ

計
な
り
暹

羅
と
尾
留
満
の
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い
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後

印
度
の

こ

と

を

西

洋
人

は

「
ひ

ん
ど

す

た

ん
」
と

い

う

大

抵

残
ら

ず

英

吉

利
領
な

り

唯

其
北

の

方
に

独
立

国

と

唱

え

英

の

支
配

を

受
ざ

る

も

の

二

三

国

あ

る

の

み

前
印
度
も

西

の

方
は

英

の

支
配

下

な
り

だ
よ
り
み
な
み
に

長

き「
満
落
花
」は「
須
磨

多
良
島
」と
相

対
し
東

西

僅
か
二

十
余
里
間

の

海
を
満
落
花
の



軽
骨
田

奉

行
所
の

景

満
落
花

の

南
の

端
に

新
賀
堀

と

い

う

小

島

あ
り

英

吉

利

領
の

港

に

て

諸
国
の

船
の

立

瀬
戸
と

名
け
て

万
国
の

船
の
往
来
も

賑
し
く

瀬
戸
を
出
れ
ば「
印
度
海
」

北
へ

向
て「
弁
軽
」の
入
海

深
く
入
こ

め
ば

小

栗
の

河

よク人つ



寄
る

所

な
り

後

印
度
の

南
の

端
に

も

西

論
と

い

う
嶋
あ

り

同

じ
く

英

領
に

て

よ
き

港

あ
り

此

島
は

釈
迦

誕

生

の

地

な
り

と

い

う

印
度
の

人

象
に

の

る

の

東
岸
に

開
き
し
都

は「
軽
骨
田

」
「
英
吉

利
領
」の

総
奉
行
印
度
地
方
を

支
配

し
て

軍
艦
商
船

数
多
く「
亜
細
亜
」諸
国
に「
英

職
紅
一

r

ゑ
拘
打
、
芯



印
度
の

産

物
は

材

木

米

麦
砂

糖

蜀
黍
麻

藍

煙

草
胡

椒

阿

片
黄
金

鉄

銅

珠
玉

の

類
且

こ

の

地

は

春
夏
秋

冬
の

差
別

な
き

暖
国
に

て

色
々

珍
ら

し
き

菓
実

多

し
獣
類
に

は

獅
子

犀
象
虎
又

恐

ろ

し
き

大

蛇

蠎
な

ど

も

山
に

吉
利
」の
威
勢
か
ゞ

や

く
み

な
も
と
は

前
後
印

度
」の
領
地
と
ぞ

「
印
度
」の
西
の

国
々

は

「
阿
芙
賀
仁

須
丹
」
「
土

留
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居
る

よ
し

獅
子

う
わ
ば

み

を

喰
う

〇
辺
留
社
は

旧
国
な

れ

ど

も

元

来
人

気
粗

く

政

事
向

暴
虐
に

し

喜
須
丹
」み
な
み
の

端

の「
尾
留
知
須

丹
」独
立

国
の
名
あ
れ
ど
も
風

俗
粗
き
夷
狄
の
み

西

に
進
て「
辺
留

社
」〓
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て

下
々

の

取

扱

よ

ろ

し
か

ら
ざ

る

ゆ

え

国

の

力

次

第
に

衰
え

当

時
に

至

て

は

文

武
と

も

に

引
立

ず

千
八

百

十

三

年
文

化

十

年
千
八

百

二

十

八

年
文

政

十

一

年

魯

西

亜

と

戦
い

両

度
と

も

敗

北

し
て

大

に

土

地

を

失
え

り

近

来
は

世
に
も

所
謂
古
国
な

り
紀
元
以

前
六
百

年

「
白

洲
王
」と
い
え
る

君
隣

の
国
を

ほ
ろ
ぼ
し
て

武

威
を「
亜
細
亜
」に
轟
か

一．，’

十
二

4ュ



英

国
と

交
り

て

英
の

士

官

を

雇
い

武
備
を

整
る

よ

し
な
り

「
ぺ

る

し
や

」の
男
女

家
内
の

あ
り
さ

ま

し
次
で
二
千
有
余
年

時

代
移
り
物
か
わ
り

一

時「
蒙
古
」に
攻
取
ら

れ
千
五

百

年
の
こ
ろ

に

ま
た
政
府
一

度
改



〇
荒
火

屋
は

大

国
な

れ

ど

も

砂

漠
と

て

辺

も

な
く

広
き

砂

原

あ

り

て

且

気
候
は

熱
く

雨
は

少

く
住

う

に

宜

し
か

ら

ざ

る

地

な
り

さ

れ

ど

も

平
地

に

は

草
木

よ

く
生

長
す

産

物
は

薬
種
菓
実
ご

む

の

類
多

し
獣
類
に

は

り「
富
肥
」の
世
と
ぞ
唱

え

け
る

「
辺
留
社
」の
入
海
へ
だ

て
西
の

か
た

砂
漠
広

き「
荒
火

屋
国
」南
の
方

一そ

ど
も

て
え
十
4
［
／
＼

↑

勺

つ

一f
、

ぺ

且

一
吟

rh

L

7

t

J

一両
ハ

b
y

－
－
！
ぬ
f
η

き

れ

ど

苧
木
p
d

ゲ

々

や

（

杓

ハ

松

本

？
ι
P
Yれー

の
類
多

1
1
州
ハ
叫
川
川

山

大

関

決
夜
、

t
ィ、

z
p
h巾
円

｛

V

台
、
秒
柄
小

う
4
1

ゆ
ソ
h

－

侯

ρ

軌
バ

ヨザ
V
会
J
h
r

柱

、F

4

7

・

b

池

‘42
1
l

べ
ρ
J
h，

f

千
附
〕

L

d
v
A
4
h
J
L
j
 

主一

k
t

J
Iト

2
1
も
の

苗
炉
、
賞
、
戸

B－
q’
予
九
V

本
類
A
F

i~r J ~よ

昏，~三）l 吟.， v／？ら

I :~: 



馬
駱

駄

殊
に

「
あ

ら
び

や

」
の

馬
と

て

は

既

に

日

本
に

も

渡
り

世

界

中
の

名

馬

な
り

此

国

は

風

俗

あ

し
く

し
て

盗
賊
多
き

ゆ

え

国
の

人

々

広
き

砂

漠
を

越

て

旅

行
す

る

に

は

大

勢
駱

駄

に

乗
り

武
器

を

携
え

て

通

行
す

る

に「
荒
火

屋
海
」北
は

「
土

留
古

」に
堺
し
て

西

は「
亜
細
亜
」の
陸
の

辺

彼
岸
望
め
ば
阿
非

利

加

洲
中
を

へ
だ
つ
る

d
p
f
、
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り

「
あ
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や
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乗

て
旅
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〇
土

留
古
の

領
分
は 「

西

紅
海
」海
の

南
の
地

続
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末
洲
」の地
峡
と
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も
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か
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の
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欧
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巴

と

亜

細

亜
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の

二

大

洲
に

跨
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地

中

海
と

黒

海
と

の

間

の

瀬
戸
を

以

て

界
と

せ

り

故
に

亜

細

亜

の

方
に

あ
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飛
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亜

細

亜

土

留
古

と

い

い

欧
羅
巴

の

方

に

あ
る

本

領
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欧

羅
巴

土

留
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と

い
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な
り

当
時 「

阿
非
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加
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は

土

留

古

の

政

事
不

取

締
に

や

飛
地

の

領

分

に

は

度
々

騒

動
あ

る

よ

し

〇
魯
西

亜

も

欧

羅
巴

と

亜

細

亜

と

地

続
に

て

両

方

に

領
分

あ
り

二

大

洲
の

界
は

宇
良

留
山

な
り

志

辺
里

屋

に

は

馴
鹿
と

い

う

鹿

古
と
て「
土
留
古
」の
国
の

領
地
な
り

「
志
辺
里

屋
」は「
亜
細
亜

」

の
北

に
ひ
ろ
が

り
て
西
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宇
良
留
」の
麓
よ

り

こニ二言二十三J、て ( σ 仁一号、五百川ハ｜

ムえ大ふ均十重吻，魯ろ ~ J. 合 併 主t!
時？ ？々J~万（灼！ぉ西！ （ ノ＼ ふ 7 留〉！
皮ろう の 乱並ヤ豆や 皮ふく古あi

( .之1 科顎jt も 々1制乃 ｜
3是ベハ ，号、｛ ·N~ち飲？ 職 ？札市下人i

~i 《里？宇｝吟刻、、羅3 引 の11 ,1・1 
I ;j f屋や良ち f ヰ 乙子 、伊〉 今夏？不J、1

.-l‘ 

．五

ρrt「 w号、

？？寸

Vη 

巳



あ

り

て

馬

の

代
に

用

ゆ

又
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志
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土

地

広
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ど
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猟
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又
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辺
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獣
皮

な
り

売
買
城
の

交
易
に

も

皮
を

以

て

支
那
の

反

物

瀬
戸
物

に

易
る

と

い

う

嘉
無

薩
加

の

港
を
「
ぺ

い

と

ろ
ぽ

ろ

す

き
」
と

い

う

こ

の

処
よ
り
東

の

方

魯
西

亜

領
の

亜

米

利
加

へ

往

来
の

海

上

甚
だ

近

し

国

筋
に「
戸
保
留
須
喜
」

東
国
筋
に「
伊
留
久
須

喜
」南
境
の「
喜
阿
久
田

」

は

売
買
城
に

隣
し
て

「
支
那
」と「
魯
西

亜
」の
産
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易
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わ
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魯
西

亜

の

政

府
は

昔

よ
り

地

面
を

広
く

す

る

こ

と

に

心

掛
け

近

年
は

又

満

州
の

地

を

取

て

専
ら
黒

竜

江

の

辺
に

手
を

入

れ

軍
艦

も

始

終

碇

泊

し
河
に

は

小

形
の

蒸

気

船
を

浮
べ

て

運

送

の

便

利

を

達

せ

り

国
東
の
か
た
は「
御
子
突

海
」海
に

突
き
だ

す「
嘉

無
薩
加

」亜
細
亜
の
東

は
て
に

け
り
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